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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和７年２月７日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

学習習慣の確立と学
力の定着

①１人１台端末を効果的に活用するための実践事例の研
究を進める。
②生徒対象のアンケート結果に基づき、生徒の学習習慣
を分析する。

③業者の学習コンテンツを活用しながら隙間時間を有効
活用させる。
④長期休業中に向けた学習計画の立案や学習の振り返り
に取り組む。

A

〇来年度より全学年に一人一台端末が整備されるた
め、運用や活用面において、教務部と進路指導部や各
教科と連携していく必要がある
〇重点授業はテーマを絞ることで、授業力向上の効果
が高まった。今後も、生徒の実情に合わせた内容を実
施していく。

ICT活用について、学習で使うだけではな
く、先生方の校務負担軽減、働き方問題改善
に活用できると良いと思う。
　授業で適切に使うのみでなく、使いすぎな
いのも重要だと思う。

ICTスキルの向上と
情報教育の充実

①ICT支援員と連携し、ICTスキル向上に向けた研修会を
企画する。
②学習環境の整備を通して、主体的な学びを支援する。

A

〇全学年に段階に応じた情報教育（７月、１２月）を
実施し、情報モラルとメディアリテラシーを向上させ
ることができた。
〇手帳の導入から６年となり、活用方法が蓄積され、
生徒のセルフマネジメント力の育成に役立てている。
引き続き、手帳とICTを併用して教育活動を進めてい
きたい。

ＩＣＴ支援員を、ますます活用して生徒の学
力が引き上げられることを望む。

2
生徒の特性に応じた
進路の実現

①進路分野別に専門チームを編成し、進路実現のための
指導体制を整備する。
②教員向け大学説明会等を実施し、受験に対する最新情
報を共有する。
③進路自習室の資料や参考書等を最新の状況に整備す
る。
④「Classi」を有効活用するための取組を企画する。
⑤様々な学習コンテンツの比較・検討に取り組む。

A

〇進路指導部と学年が協力し、丁寧な進路指導ができ
た。総合型選抜や一般選抜受験者のサポートも充実さ
せ、学校推薦に頼らずに、自力で難関大学の入試に挑
む生徒の増加につながった。進学の形式が年々多様に
なっているため、内容をよく確認し、職員がきめ細か
く指導する必要がある。
〇修学旅行における事前・事後課題では端末を活用し
成果物を作成しプレゼンテーションを含め、生徒の興
味や関心を引き出すことができた。総合的な探究の時
間の活用は学年ごとに任されている部分が多いため、
取組体制の検討と強化が課題である。

進路に関しては、以前より生徒の意思決定が
早くなっている。学年を超えて共有するノウ
ハウが大事である。学年を超えた情報共有を
しっかりしていただきたい。

個に応じた指導の定
着

①教職員が連携し、いじめを未然に防止する。
②研修等を通して、全教職員に正しい知識を身につけさ
せる。
③スクールカウンセラー等を活用し、早期の心のケアを
実践する。

A

〇職員は委員会、生徒会、部活動等の活動を通じて、
達成感や成功体験を持たせるよう取り組んでいる。
今後も、幅広い社会体験・生活体験の機会を設け、他
人の気持ちを共感的に理解し、他者とコミュニケー
ションを図る能力を育成し、いじめに向かわない態
度・能力を育成していく必要がある。
〇生徒支援部を中心とした一連の生活指導の取組によ
り、落ち着いた雰囲気の中で生徒は過ごすことができ
ている。身だしなみの指導については、本人、保護
者、社会のニーズに照らし今後検討する必要がある。

交通事故は相手があるため、一概に言えない
が、学校として継続して努力をしているのは
わかったので引き続きお願いしたい。

スクールカウンセラーが年２４回来られてい
るということで、カウンセリングの効果が多
く上がっていると見受けられる。悩みを抱え
る時期だと思うので、学校の配慮を引き続き
お願いしたい。

生徒指導と教育相談
が一体となった体制
の整備

①多様な生徒に対応するため、学校内での教育相談体制
を構築する

②心身の健康問題や発達特性、家庭環境等、様々な視点
で生徒を捉え、包括的な生徒支援を行う。 A

〇目の前の問題だけではなく、生徒の心身の健康課題
や発達特性、家庭環境等多様な視点で生徒を捉え、包
括的な支援を行うことができた。

生徒のみんなで身だしなみなど、ルールを模
索していくと良いと思う。

地域に信頼される学
校づくり

① アンケート結果を分析し、ニーズの高い企画を計画す
る。
②各種メディア等の活用を検討しながら、効果的に教育
活動を配信する。

A

〇計４回の学校説明会は毎回テーマを決め、効果的な
生徒募集につなげることができている。
〇他の分掌と比較し、連携広報部は少人数であるが、
マニュアルの整備やノウハウが伝達されており、学校
全体に協力を求めながら円滑に進めることができた。

県立高校の志願者が下がっている中で、志木
高校の志願者が上がっているのは、志木高校
の取組が確実に伝わっているということであ
る。

学校全体で本校の魅
力を発信

①ホームページの更新を進め、情報発信を積極的に行
う。
②さくら連絡網の機能を最大限に活用できるように工夫
する。
③生徒ボランティアを募り、学校説明会に参加させる。

A

〇学校行事や部活動、ボランティア活動等を通じて生
徒が主体的に取り組む姿が見られた。教員に導かれる
だけではなく、生徒同士が切磋琢磨し主体的に行動で
きるようにしていきたい。
〇５０周年記念行事は保護者や関係者と良好な関係を
築きながら実施することができた。

ボランティア活動参加者の数が増えていると
いうことで、生徒の姿勢が積極的で素晴らし
い。

令和６年度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 志 木 高 等 学 校 ）
目指す学校像 志木高スピリット（立志・言志・続志）の下、高い志を持ち、自分の夢を実現できる学校

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価懇話
会を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日
とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

１　学習習慣の確立と授業改善により、主体的な学びを推進し、学力を向上させる。
２　志木高スピリットを醸成させ、夢の実現に向けたセルフマネジメント力を身につけさせる。
３　安心・安全な学校生活を保障し、学校生活に誇りと自信を持たせる。
４　地域とともに歩む、魅力ある高校づくりを推進する。

概ね達成(６割以上)
　　出席者　学校関係者　　 　１１名
　　　　　　生徒　　　　　 　　３名
　　　　　　事務局(教職員)　 １１名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年　度 評 価（　　１月　３０日 現在 ）

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

1

【現状】
○生徒の授業への満足度は高いが、
学習習慣の確立や学力の定着には繋
がっていない。
〇1人1台端末（chromebook）の活用
方法の改善や情報モラルの醸成に向
けた取組を検討していく必要があ
る。

【課題】
○授業の質をさらに向上させるとと
もに、学習習慣の定着に向けた取組
を充実させる。
○生徒のICTリテラシーやメディア
リテラシーを向上させる。
〇教職員のICTスキルの向上に向け
た取組やサポート体制を充実させ
る。

①効果的に活用するための実践事例をまとめられた
か。
②アンケート結果と分析から次年度に向けた課題を
明確にできたか。

③家庭学習時間が向上したか。

④学習計画の立案や学習の振り返りに取り組むこと
ができたか。

【教務部・教科を中心とした授業改善とICTスキル研修の実施】
①一人一台端末を活用した授業をテーマに、重点授業及び研究協
議を行った。（６月・９月）
②授業アンケート（７月）学校生活アンケート（１２月）に実施
した。結果を教科にフィードバックし授業改善を行った。
③１・２学年は朝学習の取組を継続している。
④Classiを活用した課題配信を行った。また、定期考査前に手帳
を活用し学習計画を立てさせ家庭学習の意欲を高めた。

①計画的にICTスキル向上に向けた研修会を実施でき
たか。
②校内の学習環境を向上させることができたか。

①ICT支援員と連携し、職員研修の実施、通信の発行を通じて職員
の意識向上に取り組み成果を上げた。

②ClassiNOTEを活用した課題配信方法を、４月末に職員に周知し
活用が進んだ。

【現状】
〇四年制大学、短期大学、専門学
校、就職と生徒の進路実現は多岐に
渡っている。
〇新教育課程に変わって最初の３年
目となる。
【課題】
〇進路決定への動き出しが遅い生徒
への支援をきめ細かく行う必要があ
る。
〇進路実現に向けて積極的にチャレ
ンジができるよう指導体制の整備が
必要である。

①進路実現のための指導体制を整備することができ
たか。
②多様な大学入試制度を理解し、生徒への指導に還
元することができたか。
③進路自習室の資料や参考書等を最新の状況に整備
できたか。
④「Classi」の活用アンケート結果状況
⑤他の学習コンテンツの活用について、検討・立案
できたか。

【進路指導部・学年の連携による進路指導体制の確立】
①多岐にわたる生徒の進路実現のため、5つの担当に分けきめ細か
い指導を行った。（共通テスト受験者R5  13名→R6  27名）
②専門学校説会（４月）、大学説明会（６月）大学入試に関する
研修会（１月）を実施し最新の情報を共有することができた。
③進路室、進路自習室の整理整頓を行い、生徒・職員が使用しや
すい環境を整えた。
④Classiに関する研修会を行い、課題配信、WEBテスト、模試受験
前の事前学習など多岐に活用することができた。
各教科で授業がわかりやすいという生徒が８０％以上となってい
る。
⑤進路指導部内で小チームを発足し、ベネッセ社以外の学習コン
テンツの比較検討を行った。

3

【現状】
〇学校生活に馴染めない生徒や対人
関係を保てない生徒が増えており、
進路変更につながってしまう現状が
ある。
〇生徒の人間関係が複雑化してきて
おり、多様な生徒に対して、状況に
応じた指導・支援が求められてい
る。
【課題】
〇学校生活における一斉的・画一的
指導により個に応じた指導が定着し
ていない。
〇生徒指導と教育相談が一体となっ
たチーム支援が必要である。

①生徒情報を職員内で共有し、いじめを未然に防止
することができたか。

②研修を実施し、理解を深めることができたか。

③早期な対応により効果的な取組ができたか。

【生徒支援部を中心とした個に応じた支援体制の確立】
①日頃より、様々な教育活動の場で、いじめは絶対に許されない
行為であることを啓発した。また、いじめが疑われる場合、早急
に対応できる仕組みを整えることができた。
②年度当初、指導上配慮を要する生徒の情報共有のあり方につい
て確認を行い、学年内にとどまらず、関わる職員全員が共有でき
るよう情報の集約方法の検討を行った。
③養護教諭、スクールカウンセラー、担任、学年主任が連携し効
果的な取組ができた。（スクールカウンセラーによるカウンセリ
ング２１回実施のべ人数３２人　１月３０日現在）

①教育相談に係る事案を組織的に対応できたか。
②学校全体で包括的な生徒支援を行うことができた
か。

①カウンセリングマインドに基づく適切な教育相談をモットーに
体制づくりを行った。
②生徒支援部と学年が連携し、生徒一人一人の実態把握に力を注
ぎ、生徒・保護者に寄り添いながら指導・支援を進めた。

4

【現状】
〇さくら連絡網を活用し、家庭への
連絡や情報提供が行き届くように
なった。
〇学校説明会や中学校向け説明会は
年々充実してきており、生徒募集に
つながっている。
【課題】
〇仕事の比重の偏りに関しては、仕
事内容を細分化し分配することが必
要である。
〇学校の一体感、ベクトル合わせに
着手し、教職員が思いを共有して取
り組んでいく必要がある。

①中学生やその保護者が満足できるような企画を計
画することができたか。

②情報提供を広く周知し、本校の知名度を高められ
たか。

【連携広報部を中心とした生徒募集に向けた広報活動の実施】
①新入生アンケートの結果を分析し、計４回の学校説明会は連携
広報部を中心に綿密な計画の下実施された。各分掌より教職員を
選出し教職員全員が携わり、中学生・保護者の様子を共有するこ
とができた。
（３月中学校等卒業予定者の進路希望調査１２/１５現在　１．５
８倍）
②部活動の公式SNSなどの活用事例を調べ、本校において活用可能
かどうか検討した。

①ホームページの更新を進め、情報発信を積極的に
行うことができたか。
②さくら連絡網の機能を最大限に活用した企画が実
施できたか。
③生徒ボランティアを活用した取組ができたか。

①ホームページ更新を継続的に行い、学年行事・部活動など中学
生向けページを多く更新した。
②さくら連絡網からの配信については、お知らせ、アンケート回
答など機能を最大限に活用することができた。
③全４回の学校説明会全てに生徒ボランティアの参加があり、本
校の魅力をアピールすることができた。（参加の総数９５名）


